
(その1)

平成
収 支 報 告 書

(平成

29年 分

年 月 日開催分)

政治団体の区分.

1

(ふ り が な)ゆ うきかい.
/

1.政 治 団 体 の 名 称 雄 輝 会.

2.主 た る 事 務 所 の 所 在 地

福 島 県郡 山市虎 丸町10-4.!

3.代 表 者 の 氏 名

過 足 満雄./

コ 政 党

[:=コ 政党の支部

[:::コ 政治資金団体

政治資金規正法第18条 の2[コ
第1項 の規定による政治団体

〔 立コ その他の政治団体
/

〔:::1そ の他の政治団体の支部
塁

(事務担当者の氏名)

斉藤 康雄/

4.会 計 責 任 者 の 氏 名

大 橋 栄 治.ノ ・

資金管理団体の指定の有無 活動区域の区分

=

公 職 の 種 類

資 金 管理 団体
の 届 出 を した
者 の 氏 名

有171無/

、

[:::]2以 上の都道府県の区域等

[::∠:コ 同一の都道府県の区域内/

(電 話)

024-938-1000./

国会議員関係政治団体の区分

匡

政治資金規正法第19条 の7第1項
[:::コ 第1号 に係る国会議員関係政治団体

[立コ麟難織 灘 鍵 講体
/

公職の候補者
の 氏 名 増子 輝彦 〆

資金管理団体の指定の期間

平成 年 月 日から

(収受欄) 平成 年 月 日まで一一一

癖聾論
艶305,75綬

趣 維簸,一

公 職 の 種 類 参議院議員(現職)・ 〆

(選管使用欄)

団体番号 審査記帳 入 力 国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

∫064 図 口
平 成 年 月 日から

平 成 年 月 日まで



1

(そ の2)

収
収支の総括表

支 の 状 況

収 入 総 額 ZZ2Z892 /

1

イ

/.

/ノ

〆

(前 年 か ら の 繰 越 額) 280£168

(本 年 の 収 入 額) 49蜴z24

支 出 総 額 429」 乙348

翌 年 へ の 繰 越 額 £43α544

2 収入項 目別金額の内訳
一

マ1) 個人の負担する党費又は会:費

/馳

/

、

金 額 1 8848704

員 数(党 費又は会費を納入した人の数) 77人

(2) 寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア) 個 人 か ら の 寄 附 0 〆

(う ち 特 定 寄 附) 0 〆

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 0 !

(ウ) 政 治 団 体 か ら の 寄 附 0 〆

小 計(ア)十(イ)+(ウ) 0 /

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの) 0 〆

イ 政 党 匿 名 寄 附 0
!

合 計(ア 十 イ) 1 0 ピ

一



(その3)

一

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考

雄輝会総会 385000・
∠

会 費5,000円 ×77名(彪9,6.27)、

雄輝会国政報告会望年会 685000・ 会 費5,000円 ×137名 ・(H29.121φ 、

一一一

i

1
　

こ の 頁 の 小 計 ZO7aoOO 〆.

/

鴨

幅 一

合 計 ノ,0η000



(その6)

(6)そ の 他 の 収 入

摘 要 金 額 備 考

一

1

一

こ の 頁 の 小 計 0 〆

・ 〆

〆

■

1件10万 円 未 満 の も の 20

合 計 20



(その工3)

3支 出項 目別 金 額 の 内訳
一 一 一

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0
!

(2)光 一 熱 水 費 0 /

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 3Z557 〆 、 1

(4)事 務 所 費 13α320 〆
、 !

小 計 16z877 〆
,

ミ

互 政 治 活 動 費

(1)組 糸哉 活 動 費 64627 /
、

ミ

ヨ

(2)選 挙 関 係 費 0
ヨ

(3)機 関紙誌の発行その他の事業費 ろ0凋8窃0 、

:

ア 機 関紙誌 の発行事業費 0 1

イ 宣 伝 事 業 費 0
1

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0

エ そ の 他 の 事 業 費 ろ058850 〆
、

1

(4)調 査 研 究 費 0 1

(5)寄 附 ・ 交 付 金 £00α000 、

1

(6)そ の 他 の 経 費 0

小 計 412易477 ン

合 計 429ろ348 《



(その14)
一 一F　 1-_　

1(2)繍 籟(人 綾 を除く.)の 内訳 項目別区分

一 一 一一_一 厘 一 一一 一 一 一

備品 ・消耗品要(印 刷代 ・事務用晶代)
圏

1

ミ

ミ

i

ミ

旨

ミ

1

1支 出 の 目 的

1(1件 当た り5万 円以上のもの)

一 昌 一 鳳 開

金 額

一 「

年 月 日

、7-7「-一 一

支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

一 一 一一 一 一

支 出を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

1封 筒 印刷 代/ , 25,920, 29.3。30・

一

(株)坂 本印刷所
[,

福島県郡 山市喜久田町字菖蒲池14-26
劉

一一 一 一 一一 一

'

1

1

1『 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一

1

1

一 一

1

1

一 一 一_

こ の 頁 の 小 計 25,920/

1

鴨

〆

・消耗品費、事務所費について作成すること(人 件費は作成不要)。

、 「事務所費」とい うように小分類 した費 目まで記載すること。

「コピー用紙購入代」、 「事務所家賃」というように具体的に記載すること。

そ の 他 δ 支 出
(1件当たり5万 円未満 のもの)

11.631!
畷

合 計 37,551
一 一 一

注)こ の様式は、資金管理団体 のみが、経常経費の うちの、光熱水費 、備 品

「項 目別区分 」欄 には 、 「光熱水費」、 「備 品 ・消耗 品費」

「支出の 目的」欄 には、 当該支 出の 目的を 「電気代 」、



(そ の14)
一 一 一 一 竃

1(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳

一

項目別区分

一 一 一 一 一

事務所更(通 信費)/
ら

支 出 の 目 的

(1件当た り5万円以上のもの)
金 額 年 月 日

支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

野

切 手代 ・

_一 弓

16,400 .

一「_

29,10,10.

'1

日本郵 便(株).

一一

東 京都千 代 田区霞が 関1-3-2
,

1

旨

ミ

1

一 一 一 一 一 一 一

ミ

ミ

1

1

ミ

1

こ の 頁 の 小 計 16,400

一

/

〆

/
r

・消耗品費、事務所費にっいて作成すること(人 件費は作成不要)。

、 「事務所費」 とい うように小分類した費 目まで記載すること。

「コピー用紙購入代」、 「事務所家賃」というように具体的に記載すること。

巴 一 一 隔 π 一一

そ の 他 の 支 出
(1件当たり5万円未満のもの)

103,工20
一 一 一

合 計 119,520

注)こ の様式 は、資金管理 団体 のみが、経常経費 の うちの、光熱 水費 、備品

「項 目別 区分」欄 には、 「光熱水費」、 「備品 ・消耗 品費 」

「支 出の目的」欄 には、当該支出 の 目的を 「電気代」、



(そ の14)
一 一 一 暫■

}(2)騨 鹸(人 糟 を除く.)の 内訳

■ 唱 醒h■ 　

項目別区分

1--
f

事務所費 〆(事務管理費),

支 田一 の 目 的
(1件当たり5万 円以上の もの)

金 額

圏圏 闇 ■ 一

年 月 日
支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

一 一

支 出を受 けた者 の住所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

一

備 考

監査料 ・

亀

10.800/
風

29.4.10

屠"-v暫 皿 一

税理士常田稔雄事務所
辱
福島県郡山市芳賀三丁目1番2号

f

:一

1
(

囁 一凹一 一 一 一

1

冒 一

!こ の 頁 の 小 計

1.臨 一

10.800/

一

「

鴨

瘤肖耗品費、事務所費について作成すること(人 件費は作成不要〉。

、 「事務所費」というように小分類 した費 目まで記載すること。

「コピー用紙購入代」、 「事務所家賃」とい うように具体的に記載すること。

1そ あ一一他 の 支 萬

(1件 当た り5万 円未満の もの)
0・

合 計 10,800、

注)こ の様式 は、資金管理団体 のみが、経 常経費 の うちの、光熱水費 、備 品

「項 目別 区分」欄 には、 「光熱水費」、 「備 晶 ・消耗 晶費」

「支 出の 目的」欄 には、当該支出 の 目的 を 「電気代」、



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
ジ ー一一 一

組織活動費(会 合費)『

支 出 の 目 的 金 額

　

年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称

一

支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考

雄輝会会合代
や

'轟

64627
亀

一

29.5.2
9で

　 一 一

らん亭 美 日庵 、r

一囮 一一 一 一

福島県郡山市富 田町下曲田12-1,
卜

1

一

1

一

ミ

ミ

旨

ミ

1

1

ミ

こ の 頁 の 小 計 64627 /、

覧

そ の 他 の 支 出 0
一 一

合 計 64627



(そ の14)

一

(3)政 治活動費の内訳

一 一

項 目 別 区 分

一一
'

その他の事業費〆(総会)/
「

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称

一一 一 一

支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考

雄輝会総会会場飲食代
甲

36窃000
ヤ

29.6.28
、

ベルヴィ郡 山館, 福島県郡山市山根町8-7 '

旨

i

I

ミ

:

1

1

こ の 頁 の 小 計 365000 〆

聖

/

/,

一 一一 一 一

そ の 他 の 支 出 1易362

合 計 37陽362
一



(そ の14)

(3)政 治活動費の内訳

一r一

項 目 別 区 分

一 醒

その他の事業費(国 政報告会望年会)/
,

1

旨
I

l

l
l
I-

l
i

l

l

旨

1

支 出 の 目 的

一

金 額

一 一 一

年 月 日

一 　 　 一一

支出を受けた者の氏名(又は名称)

一 一 一 一竃m-一

支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考
一 一 一

雄輝会国政報告会望年会
花東代 ・ 鵡809 '29

.12。13
■

(株)郡 山第一園芸
「

福島県郡山市安積町笹川字蜂田27
'

雄輝会国政報告会望年会
会揚飲食代 、 638400

馳

・29。 工2.14
、

ベルヴィ郡山館 . 福島県郡山市山根町8-7
,

雄輝会国政報告会望年会
カレンダー代 、 2Z40ρ イ29。12.18

民進党福島県参議院選挙区
第3総支部 、

福島県郡山市虎丸町10-4
1

一 一 一 一

1

一

1

一 一 一 一一 一 一

1

1

1

1

1

1こ の 頁 の 小 計 6冠600

一

1

/

'

闘

そ の 他 の 支 出 3888
'

合 計
團

6861488
隅 置



(そ の14)

一

(3)政 治活動費の内訳
凹

m_一 一'

1項 目 別 区 分
r-一 一 圏 一

寄付 ・交付蚕(寄 付金)〆
、

露

ミ

!

;

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備 考
　 … 一 　 一 一 一 一 一 一 一

寄附 、

一一

1,00晩00ρ
●

摺圏

29.1,30・
、

_u暫 ■ 一一 一 一 一

民進党福島県参議院選挙区

悌3総支部 、 ∠

一 一一一 一

福島県郡山市虎丸町10っ4r

〃 、 1.004000( 29.2.27
P

1

〃'・ 〃 1

〃 1,00α00塗 29.7.27♂
の

〃
、

〃.

1

一 一一一

旨

一

1

9

1

1

!

1

1

一 一 一 一

、

1

1

i

1

一 　 一一 一 一

こ の 頁 の 小 計 8004000 一
、

!
圏

一 一 一 一一

ミ

l

i

「

そ の 他 の 支 出
　

0・'

皿 一一 臨一 一

合 計 £0061000
一 冒 一 一 一



(そ の16)

資 産 等 の 状 況
1資 産等の総括表

一 一

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無

一 　一一 一

備 考

ア 土 地 口 立

一 一 一 一

イ 建 物 口 立

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 立

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 立

預金(普 通預金及び当座預金を除 く。)若 しくは貯金(普オ
通貯金 を除 く。)又 は郵便貯金(通 常郵便貯金 を除 く。)

口 訂

力 金 銭 信 託 口 面

キ 有 価 証 券 口 立

ク 出 資 に よ る 権 利 口 画

ケ 貸付先 ご との残 高が100万 円を超 える貸 付金 口 立

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 立
一

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用 に関する権利 口 立
1

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 面
'



(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添のとお り)

9領 囎 等の写し
2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

9政 総 規正謹 報告書(国会議騰 政治団体に限る・)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違ありません。

脚磐 ◎ 馳

政治団体の名称 雄 輝会 、
1

会計責任者の氏名
天 り 。

菟

灘 欝 ,
代表者の氏名(解 散団体のみ) ㊥

(備考) 1「 会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名 とし、署名は必ず会計責任者本人が自署すること。
2解 散に伴 う収支報告書の場合については、代表者であった者の記名押印又は署名が必要であり、署名は必ず代表者本人が 自署すること。

【



一 一

政治資金監査報告書

平成30年4月19日

雄 輝 会 、

代表 過足 満雄 殿鴨
欝 讐菊鮮 欝
研修修 了年月 日 平成29年8月4日

1監 査 の 概 要

(1)私 は 、 政 治 資 金 規 正 法(以 下 「法 」 と い う 。)第19条 の13第1項 の

規 定 に 基 づ き 、 雄 輝 会 の 平 成29年1月1日 か ら平 成29・

年12月31日 ま で の 法 第12条 第1項 に 規 定 す る 報 告 書(※1)並 び に 当 該
噂

報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収 書等 、領収書等 を徴 し難 かった支 出の明

細 書等 及び振込明細書(以 下 「会 計 帳 簿 等 の 関係 書 類」 とい う。)に つ いて 、

支 出 に関 す る 政治 資 金監査 を行 った。、

(2)こ の 政 治 資 金 監 査 は 、 法 第19条 の13第2項 に定 め る と こ ろ に よ り政

治 資金適 正化委員会 が定め る 「政治資金監査 に関す る具体 的な指 針」(以

下 「政 治 資 金 監 査 マ ニ ュ ア ル 」 と い う 。)に 基 づ き 行 っ た 。

(3)私 の 責任 は 、外 部 性 を有す る第 三 者 として、国会議員 関係政治団体 の会

計責任 者の作成 した会計帳簿等 の関係書類について、政治資金監査マニ ュ

アル に基づ き政治資金監査 を行 った結果 を報告する ことにある。

(4)こ の 政 治 資 金 監 査 は 、 雄 輝 会 の 主 た る 事 務 所(※2)に お い て 行 っ た 。
、

2監 査 の結 果

私 が実 施 した 政治 資 金 監査 の結果は、以下 のとお りである。

(1>法 第19条 の13第2項 第1号 に規 定 す る 事 項 に っ い て 、 会 計 帳 簿 、 明

細 書 、 領 収 書 等 が 保 存 され て い た 。 、

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に 規 定 す る 事 項 に つ いて 、会 計 帳 簿 に は 、

当該国会議員関係 政治団体 に係 るそ の年 にお ける支出の状況が記載 され、

かつ、 当該国会議員 関係政治団体 の会 計責任者が当該会計帳簿 を備 えてい

た 。'

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に 規 定 す る 事 項 に つ い て 、 法 第12条 第

1項 に 規 定 す る 報 告 書(※1)は 、 会 計 帳 簿 、 明 細 書 、 領 収 書 等 に 基 づ い

て支出の状況が表示されて いた。
、
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(4) 法 第19条 の13第2項 第4号 に規 定 す る事 項 につ いて 、 領 収書等 を徴

し難 か っ た 支 出 の 明 細 書 等 は 、 存 在 しな か っ た 。
、

3 業務制限

雄輝 会 と私 との問 には、法第19条 の13第5項 の規 定 に違 反 す る事 実

は な い 。

ま た 、 雄輝会 と政治資金監査 の業務 を補助 した使用人その他 の従業者 と

の 間 に お い て も 、 同 様 で あ る 。

以 上

汰

鍵
(※1) 政治 団体が解 散等 した ときに提 出する収支 報告書 の場合 は、 「法第

17条 第1項 に 規 定 す る 報 告 書 」 とす る こ と 。

(※2) 国会議員関係 政治 団体の主たる事務所 と異な る場合は、そ の理 由を

明 らかに した上で政治資金監査 の実施場所 を特定す ること。

(注) 政治資金監査 を事務所で行わな いことができる例外 として は、会計

帳簿や領収書等 の紛失等 の事故 を防止す るための十分な措置が講 じ

られ 、 か つ 、 会 計 責 任 者 等 に 対 す る ヒ ア リ ン グ 等 を 通 じて 、 経 常 経

費 を含 む事務所 の運 営実態 にっ いて確 認す る ことができ ることを条

件 と して 以 下 の 場 合 が 考 え られ る こ と。

① 作業 スペースの不足等やむ を得ない事情 によ り、円滑な政治資金監

査 の実施 が困難である と登録政治資金監査人が判 断 した場合

② 同一 の国会議員 に係 る複数の国会議員 関係政治団体の政治資金監査

を実施す る場 合にお いて、政治資金監査 の効率的な実施のた め、特

定 の事務所等 に会計帳簿等の関係書類 を集 めた上で、政治資金監査

を行 うことが適 当で あると登録政治資金監査人が判 断 した場合


